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戦評用紙

種　別 バレーボール（聴覚） 会　場 大野市エキサイト広場総合体育施設体育館
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□１回戦(第　試合)　□準決勝(第　試合)　□３位決定戦　□決勝戦　☑交流戦(第２試合)

勝利チーム

広島市 25 12 札幌市

　広島市と札幌市の交流戦。多彩な攻撃が持ち味の広島市と粘り強いレシーブが持ち味の
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札幌市の対戦となった。

　第１セット、序盤から広島市は、木村選手のスパイク、谷川選手のサーブ等で得点を重

　第２セット、広島市は序盤から木村、宮田選手を中心とした攻撃でリードを奪う。札幌

市も粘り強いレシーブ、福島選手のサーブ等で反撃するが、多彩な広島市の攻撃を食い止

められず、リードを広げられる。安定したレシーブから、的を絞らせない多彩な攻撃を見

せた広島市が、このセットを取り２－０で勝利した。

ねて大きくリードする。対する札幌市も、粘り強いレシーブから山形（悠）選手を中心と

した攻撃、門田選手のブロックで反撃し徐々に点差を詰めるが、広島市は宮田選手のサー

ブから得点を重ね、このセットを取る。


